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チェックイン



今年度の振り返り、検討部会からの報告



令和４・５年度においては、

「八尾の未来を共創する～

糠床モデルのチャレンジ～」

をテーマに、第６次総合計

画の施策９の基本方針に

沿った検討を行う。

産業振興会議からの
意見を踏まえ、

産業振興施策を展開する。

令和４・５年度においては、前回の提言内容である「やお糠床モデル」を通じて、地域課題を解決するための「解」を創出するために、

どうすれば「発酵」するのかを実証実験し効果検証する「八尾の未来を共創する～糠床モデルのチャレンジ～」について施策提言を行う。

４・５年度の産業振興会議について令和

本体会議 検討部会
付 託

報告に対する意見

審議結果承認

報 告

審議結果報告

八尾市産業振興会議

テーマ 『八尾の未来を共創する～糠床モデルのチャレンジ～』

議論の総括
及び

報告書の作成

産業政策課

市長への提言（令和5年度）



人と人のつながりにより地域の産業振興は支えられてい
る。コミュニティ参加におけるメリットを「見える化」
する。

【 提 言 】

①コミュニティ参加への支援

②働くことの楽しさを伝えるためのコンテンツ制作

地域で、八尾全体で、事業者とともに、子どもたちに
働くことの意義、楽しさを伝える。

③挑戦する人を育てるための情報発信

「挑戦することがかっこいい。」こんな風土が八尾に
はあるということをひとりひとりが情報発信する。



2022/7/25 第１回本体会議
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2022/9/16 第２回本体会議



コミュニティ参加への支援
＆醸成

働くことの楽しさを伝えるためのコンテンツ制作
＆仕掛けづくり 挑戦する人を育てる（ための情報発信）

みせるばやお
活用

おせっかいする
人を集める場

子どもたちがチャレンジ
することを応援するまち

子どもたちを地域や企業
で育てていくまち

農地の活用
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2022/10/17 第１回検討部会



2022/10/17 第１回検討部会 「農地活用」

【ゴール】

「じ産じ消」「イケてる人はマイファーム持ってる」

という価値観を持ってもらう

【アイデア】

「本気で農業をやってみたい人を募集して貸農園」

「一連の流れを体験してもらう」

「作った野菜などは八尾のお店で売る」

「最後までやりきってもらう」

「農家の人にレクチャーしてもらう」
11



2022/10/17 第１回検討部会 「こども」

【ゴール】

「子どもたちがチャレンジすることを応援するまち」

「子どもたちを企業や地域で育てていく」

「起業家がたくさんうまれるまち」

「八尾は起業家が生まれるまち、商売を教えるまち」というイメージを

持ってもらう

【アイデア】

「出前キャリア教育で考える機会の提供」

「課外授業コンテンツを整えてまず先生たちに知ってもらう」

「校長会で発表する機会を作る」

「中学生から大人まで参加可能型部活」
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2022/10/17 第１回検討部会 「みせるばやお」

【ゴール】

八尾で働きたいと思ってもらえる「地域の発信

局」になる

【アイデア】

「まちのじんじぶ」

「社員同士の交流ができる」

「合同研修」「内定者懇親会」

「学生も新卒もベテランもみんなが交流する」
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2022/11/21 第2回検討部会



1.アイデア提案：どういうゴールを目指したいのか

2.誰のどんな資源を活用する（≒協力をお願いす

るのか）のかを明確化

3.どういう流れでやっていくのか

4.それをやっていくうえで何が必要になるのか

5.めざしたい状態に近づいているかどうかを測る

基準・目安をどう設定するか

6.どれくらいの期間で実施するのか

15

実証実験の基本プロセス



・学校近くの畑を使って、授業の一環で農業体験をしてもらう。

そうすることで代々農地を活用してくれるのではないか

・貸農園プラスアルファを考える。

他地域の事例として、貸農園とグランピング施設を併設している

・合法的に、海外の野菜を育てる（ベトナムの野菜等）

・貸農園を続ける人が少ない。１年で半分くらいの人が断念してしま

うので、本気で農業にチャレンジしたい人に貸す。

・農家も借りる人も安心して使えるプラットフォームが必要。

行政の支援があれば安心できるのではないか。
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2022/11/21 第2回検討部会 「農地活用」
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2022/11/21 第2回検討部会 「こども」

・美馬委員がすでに中学校などで講演をされており、その事例を記録して、今後の出前

授業のメニューとして校長会などで提案する。

・おおよそ、７月くらいに次年度のカリキュラムを決めるので、それまでにメニューのリ

ストを作成し、カリキュラムにいれてもらうように働きかける。

・出前講座の一覧冊子のようなものを作るが、提言書の別冊の扱いにして、参考映像と

して美馬さんが講演している映像をDVDかURLにあげて見れるようにする。

・メニュー表の内容として、①テーマ ②講師 ③内容 ④目的 ⑤効果を盛り込む。

・背景にアントレ教育の資料を添付し、講演後のフローも載せておく。アンケート必須。

・講演を聞いて、火が付いた子供たちが次に参加できるスキームも用意しておく。
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2022/11/21 第2回検討部会 「みせるばやおの活用」

・こどものテーマと重なるところがあるが、小中学校向けはこども部門、高校大学向けは

みせるばやおという位置づけ。

・高校大学では就職に直結するイメージを持ちやすいのでは。

・学生の就活にメリットになるようなインターンや、ポートフォリオ（学生の成果報告資

料）作成に役立つようなコンテンツとして用意する。

・独自の活動をされているタカヨシジャパンの高島さんと連携していきながら、学生を

貯めておくプラットフォームのようなものを作る。学生向けのイベントをする際に毎回大

学にお願いするだけでなく、過去に参加してくれた人にも直で案内が出せるように。

・大学のキャリアセンターは大学の職員なので、良い人を捕まえておく。

・大学生向けにはインスタグラムで告知して、サイトで情報を掲載しておく。

・今の学生はインスタで情報収集している。

・課題としてあるのが、１０年後に転職されること。スキルアップした、技術力を身に着け

た社員が、大手に転職するケース多々ある。３０代になって、経済面や社会的知名度を求

めて転職していると推測される。転職されないためにはどうしたらいいかが課題。
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2023/1/30 第3回検討部会
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2023/1/30 第3回検討部会 「こども」

・ワークでは、学校での出前講座メニューについて考えた。

・大きく分けると３つのジャンル

「スキルアップ系」：ほめ達講座、SNSの活用講座、行政講座、科目連携講座

SDGｓ講座、危機管理能力アップ講座 など

「チャレンジ応援系」：好きなことを仕事に、リスクテイカー講座、

アトツギたくない若者へ、しくじり先生 など

「視野広げる系」：海外へ出よう、可能性は∞、個性を伸ばす、

企業家（起業家）ストーリー など
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2023/1/30 第3回検討部会 「みせるばやおの活用」

・ワークでは、高校大学生向けのコンテンツと若手従業員向けのコンテ

ンツについて考えた。

・みせるばやおと産業振興会議のコラボ事業として、セミナーを開いた

り、年間を通じて部活のようにビジネスについて学ぶ。

・今までチャレンジして失敗したストーリーをコンテスト形式で募集し、

大賞に選ばれた人は、次のチャレンジに対して社長が応援してくれる。

・ボードゲームを通じて、各社の従業員が交流し、まち全体の同僚を作

る。あわよくば結婚してそのまま八尾に住んでもらえるように。

・サルでもわかる投資術セミナーを開催。超初心者向けの内容にする。



Make a Fan!

Make a Challenge!Make a Mentor!

Be Makers!!～創る人になろう！～

▼人財育成

①子ども起業家教育の充実

②起業家育成（起業しやすい）

③まちまるごとメンター

（学びが続き、循環が生まれる）

▼ブランディング

①郷土愛の醸成

（内への発信：住み続けてほしい）

②全国、世界へのPR（外への発信）

▼イノベーション

①コラボレーション/

クロスイノベーション

②シェアリングプラットフォーム

③多様性（認め合うことで

イノベーション）

世界最先端のイノベーションの集積地＝青いシリコンバレー

おせっかいすぎるまち＝メンターメンティ制度の充実、エコシステム好循環

チャレンジングなまち＝27万人総起業家計画（自己実現で幸福度アップ）



ワーク：検討部会からの報告を受けての感想



ワーク：検討部会からの報告を受けての感想

グループに分かれて、報告を聞いての感想を共有

しましょう（20分）

・私だったらこういうことで協力できる！

・やっぱりこうしたほうがいいかも！

・こんな視点で考えてみてもおもしろそう！ など24



ワーク：検討部会からの報告を受けての感想

メンバーを入れ替えて、共有しましょう！

（20分）
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各グループから全員に共有しましょう！

（５分×３グループ＝15分）
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ワーク：検討部会からの報告を受けての感想



来年度の提言書の方向性について



令和４・５年度の産業振興会議検討スケジュール（予定）

令和 4 年度 令和 ５ 年度

本 体 会 議 検 討 部 会 本 体 会 議 検 討 部 会

4月 4月
第１回部会（4月17日）
検討テーマに基づく意見議論

5月 5月
第2回部会（5月22日）
検討テーマに基づく意見議論

6月 6月
第3回部会（6月26日）
検討テーマに基づく意見整理

7月
第1回本体会議（7月25日）
課題の共通認識・抽出

7月
第１回本体会議（7月24日）
提言書（報告書）の方向性確認

8月 8月
第4回部会（8月28日）
検討テーマに基づく意見整理

9月
第2回本体会議（9月16日）
解決すべき課題の発見
部会検討テーマの選定

9月

10月

第1回検討部会（10月17日）

検討テーマ（八尾の未来を共創する～糠
床モデルのチャレンジ～）に基づく意見抽
出

10月

11月
第2回検討部会（11月21日）
検討テーマ（解決すべき課題とは）に基
づく意見整理

11月
第２回本体会議（11月13日）
提言書（報告書）案

12月 12月 市長への提言（報告）（12月中下旬）

1月
第3回検討部会（１月30日）
検討テーマ（解決すべき課題とは）に基
づく意見整理

1月

2月2月
第3回本体会議（2月27日）
検討部会からの報告
今後の検討部会に向けて

3月 3月
第３回本体会議（3月18日）
令和5年度事業報告
次期産業振興に向けて
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R5年度のスケジュール（案）

・４月17日(月)18：30 第１回検討部会（講座冊子の作成、みせるばやお事業開始に向けて）

・５月22日(月)18：30 第２回検討部会（提言書の項目出し）

・６月26日(月)18：30 第3回検討部会（提言書の次第を確認、実証実験の検証）

・７月24日(月)15：00 第1回本体会議（提言書に盛り込む内容を議論）

・８月28日(月)18：30 第４回検討部会（実証実験の検証、提言書に盛り込む内容を議論）

・１１月13日(月)15：00 第２回本体会議（提言書案を提示、最終提言書内容の確認）

・１２月 市長への提言書報告会

・３月18日(月)15：00 第３回本体会議（R4/5の振り返りとR6/7のテーマ）
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学校教育推進課、広報・公民連携課への聞き取りの
報告

・学校現場のカリキュラム作成の過程について

・先生への研修について

・広報・公民連携が提供している出前講座につ

いて
30



その他



次回 令和５年度第１回検討部会について



次 回 令和５年度第１回検討部会について

令和5年

４月１７日（月）

18時30分～20時30分

場所：八尾商工会議所 ３階セミナールーム



閉会


